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子ども・子育て支援事業計画の見直しについて 

１ 国の動向 

近年の子育て支援に関する制度改正の特徴は、「親子の希望を叶えられること」に加え、「誰一人

取り残さないこと」に主眼を置いた取組が多くあげられています。 

■計画策定に関連する近年のトピックス 

年 月 法律・制度等 

平成 30年  ４月 

６月 

９月 

令和元年  ５月 

６月 

11月 

令和２年  ３月 

５月 

12月 

 

令和３年  ４月 

５月 

12月 

 

令和４年 12月 

令和５年 ３月       

４月 

12月 

◇「子ども・子育て支援法」改正 

▼「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」成立 

◇「新・放課後子ども総合プラン」策定 

◇「子ども・子育て支援法」改正 

●「子どもの貧困対策の推進に関する法律」改正 

●「子供の貧困対策に関する大綱」決定 

◇「第２期子ども・子育て支援事業計画」策定 

▼「第４次少子化社会対策大綱」策定 

▼「全世代型社会保障改革の方針」策定 

◇「新子育て安心プラン」公表 

■「子供・若者育成支援推進大綱（第３次）」決定 

◇「子ども・子育て支援法」及び「児童手当法」改正 

☆「こども政策の新たな推進体制に関する基本方針」決定 

●「子供の生活状況調査※４」の実施及び分析の公表 

◇「新たな児童虐待防止対策体制総合強化プラン」決定 

▼「こども・子育て政策の強化について（試案）※３」公表 

☆「こども家庭庁」設置／「こども基本法※１」施行 

☆「こども大綱※２」決定 

※◇子ども・子育て関連・●貧困関連・■子若関連・☆こども基本法関連・▼その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“こどもまんなか社会”
の実現へ 

不妊治療、待機児童解消、
男性の育児休業取得など
の少子化対策を提示 

幼児教育・保育無償化 
（10月より実施） 

少子化社会対策大綱、子供の貧困対策に関する大綱、
子供・若者育成支援推進大綱の３大綱が一本化 

※１：こども基本法の成立 

●すべての子供の権利の擁護が図ら

れ、将来にわたって幸福な生活を

送ることができる社会の実現を目

指す 

●当事者となる子どもへの意見聴取

が義務となる。 

※３：異次元の少子化対策 

●「こども・子育て支援加速化プラ

ン」として、サービス等の量から質

へのシフト、全年齢層への切れ目

ない支援、社会全体で子育てを応

援するための意識改革などが示さ

れている 

※２：こども大綱の策定 

●「少子化社会対策大綱」、「子供・若

者育成支援推進大綱」、「子供の貧

困対策に関する大綱」が一元化 

●こども大綱の内容を具現化する

「こども計画」の策定が努力義務化 

※４：子供の生活実態調査 

●令和３年に初めて国主導の子供の

生活実態調査が実施された 

●自治体で実施する際の調査票案

が示され、活用することで全国的

な比較が可能 

未就園児の定期的な預かりモ

デル事業 

●定員に空きのある保育所等におい

て、未就園児を定期的に預かり、

保育所の多機能化に向けた効果

を検証するモデル事業を実施す

る。 

令和４年の地方からの提案等

に関する対応方針 

 
●量の見込みの算出方法について

は、アンケート調査以外の手法を

用いることも可能である旨を明確

化し、市町村に通知する旨を記載 
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和歌山市子ども・子育て支援事業計画 

 
 

 

 
 

 

２ 和歌山市子ども・子育て支援事業計画 

（１）概要 

 子ども・子育て支援事業計画は、平成 24 年８月に成立した子ども・子育て支援法の第 61 条で全

市町村に策定が義務付けられている計画であり、教育・保育及び地域子ども・子育て支援事業につい

て、潜在ニーズを含めた量の見込みを把握し、それに対応する提供体制の確保方策等を定めています。

令和６年度は第二期計画の最終年度であり、令和５年度から令和６年度にかけて実施した各調査結果

をもとに、次期計画に向けて策定業務を行っていきます。 

 

（２）長期総合計画・各種関連との整合 

和歌山市行政の最上位計画である、第５次和歌山市長期総合計画（平成 29年度～38年度）をはじ

め、現行計画の策定以降に策定・改定された関連計画との整合を図ります。 

 

（３）関連計画との役割分担による計画内容の整理 

  本計画は次世代育成支援対策推進法に基づく「和歌山市次世代育成支援行動計画」をはじめ、子

ども・若者育成支援推進法に基づく「和歌山市子ども・若者育成支援計画」等を一体的に策定してい

ます。関連計画においては、和歌山市教育振興基本計画、健康わかやま 21（第２次）等があります

が、計画間の役割分担を明確化し、子ども・子育て支援事業計画が特に注力すべき内容を整理するこ

とで、進捗管理における事務量の増大の防止や、責任体制の明確化を図ります。 

 

■現行子ども・子育て支援事業計画と関連計画・関連法 
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

  

子ども・子育て 

支援法 

次世代育成支援 

対策推進法 

子ども・若者 

育成支援促進法 

子どもの貧困対策の 

推進に関する法律 

育成支援促進法 

和歌山市長期総合計画 

・次世代育成支援行動計画 

・ひとり親家庭自立促進計画 

・子ども・若者育成支援計画 

・放課後子ども総合プラン 

・子どもの貧困対策計画 

子ども・子育て支援事業計画 関連計画 

・和歌山市教育振興基本計画 

・チャレンジ健康わかやま 21 

・和歌山市地域保健医療計画 

・和歌山市男女共生推進行動計画 等 

和歌山市地域福祉計画 
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３ 市町村こども計画 

 市町村こども計画は、令和５年４月に施行されたこども基本法第 10 条第２項で、こども大綱（都

道府県こども計画が定められているときは、こども大綱及び都道府県こども計画）を勘案して、策定

するよう努力義務が課されている、こども施策に関する計画です。 

 こども計画の特徴として、計画策定の過程でこどもの意見聴取を行う必要があるとされていますが、

本市では令和５～６年度に実施した小・中・高生に向けて行ったニーズ調査の結果等を子供の意見と

して計画に反映し、策定業務を進めていきます。 

 

４ 和歌山市が策定する計画の方向性 

 本市では、令和７年度から始まる第三期子ども・子育て支援事業計画と、市町村こども計画を一体

のものとして策定します。従来から続いてきた子ども・子育て支援事業計画の位置づけとしては、市

町村こども計画（仮称：和歌山市こども計画）に包含する形で策定することになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

和歌山市長期総合計画 

和歌山市地域福祉計画 

和歌山市こども計画（仮称） 

子
ど
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て
支
援
事
業
計
画 

子
ど
も
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育
成
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援
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次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画 

ひ
と
り
親
家
庭
自
立
促
進
計
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都道府県こども計画及び市町村こども計画（以下「自治体こども計画」という。）は、それぞれ都道府県 

支援事業支援計画又は市町村支援事業計画と一体のものとして作成することができるとされていることから、 

自治体こども計画の一部を構成するものとして、都道府県支援事業支援計画や市町村支援事業計画を位置づ 

けること等も可能である。  

「第三期市町村子ども・子育て支援事業計画等における「量の見込み」の算出等の考え方（改訂版 ver.1）令和６年３月 11日資料」 
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